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１ 福井県自転車活用推進計画の策定 

 

（１）計画策定の背景 

自転車は、子どもから高齢者まで幅広い世代の県民が利用できる、環境にも優しい

身近な交通手段であり、また、その活用は健康づくりや観光振興等にも繋がるものである

ことから、近年、自転車を活用した取組みへの関心が高まっています。 

 

本県においては、これまで、県民の健康増進や自家用車に頼り過ぎない社会の実現

に向け、自転車の利用を拡大するための施策を展開してきました。 

また、路面表示や案内看板の設置によるサイクリングコースのネットワーク化等による

広域的なサイクリング環境の整備、コースを活用したサイクリングイベントの開催等による

自転車を活用した観光振興等の取組みを推進してきました。こうした自転車の活用にあ

わせて、学校等における交通安全教室、無料自転車安全点検等の開催により、安全な

利用を図ってきました。さらに今後は、北陸新幹線福井・敦賀開業に向けたサイクルツ

ーリズム推進など、自転車を活用した交流人口拡大を図る必要があります。 

 

一方、国においては、環境、交通、健康増進、観光振興等の重要な課題に対処し、

自転車活用の推進に関する施策の充実を図るため、平成29年５月に「自転車活用推

進法」（平成28年法律第113号。以下「法」という。）を施行するとともに、平成30年６月

には、法の基本方針に即した「自転車活用推進計画」を策定し、今後、各種の施策を総

合的かつ計画的に推進することとしています。 

また、経済・社会・環境の課題を統合的に解決することをめざすＳＤＧｓ（持続可能な

開発目標）への取組みが各地で始まっており、施策の実施にあたってはこの基本理念に

配慮することが必要です。 

 

本県では、こうした法や国の自転車活用推進計画等に基づき、今後の本県における

自転車活用推進施策を検討するため、関係団体・事業者、市町等と議論を重ね、福井

県自転車活用推進計画（以下「本計画」という。）を策定しました。 

 

 

（２）計画の位置付け 

本計画は、自転車利用をめぐる本県の現状や課題、市町や関係団体・事業者、県民

の意見を踏まえつつ、法に定める基本理念や県の責務にのっとり、実施すべき施策等を

定めるものであり、法第10条に基づいた本県の自転車活用の推進に関する基本計画と

して位置付けるものです。 
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（３）計画区域 

本計画の計画区域は、福井県全域とします。  

 

 

（４）計画期間 

令和２年度から令和６年度までの５年間とします。 

 

  
 〇自転車活用推進法（平成 29年 5月） 

  ・極めて身近な交通手段である自転車の活用による環境への負荷の低減、 

   健康の増進等を図ることが重要。 

  ・国の自転車活用推進計画を勘案し、都道府県・市町村が地域の実情に 

応じた「地方版自転車活用推進計画」を策定する努力義務を規定。 

 〇自転車活用推進計画（平成 30年 6月）【国】 

  ・自転車活用推進法に基づき策定する、我が国の自転車の活用の推進に 

   関する基本計画 

  ・計画期間：長期的な展望を視野に入れつつ、令和２年度まで 

  ・目標 

   ①自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成 

   ②サイクルスポーツの振興等による活力ある健康長寿社会の実現 

   ③サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現 

   ④自転車事故のない安全で安心な社会の実現 

 〇福井県自転車活用推進計画（令和 2年 3月） 

  ・自転車活用推進法に基づき策定する、本県の自転車の活用の推進に関する 

基本計画 

・法の趣旨に照らし、国計画を参考に本県の自転車活用に関する現状・課題に対応 

  ・計画期間：令和 6年度まで 
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２ 自転車利用を巡る本県の現状および課題 

 

（１）利用状況 

①自転車の利用頻度や目的 

１世帯あたりの自家用車保有台数が全国１位である本県では、自転車の使用

頻度が全国平均を下回っています。 

令和元年９月に実施した「自転車の活用推進に関する県民調査」（以下「県民

調査」という。）では、自転車を１週間に１～２回以上利用する方が３９％となりまし

た。県民が自転車を利用する目的は、買物が４３.３％と最も多く、食事・娯楽（日

常生活圏内）や通勤等が続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 福井県 全国平均 

１世帯あたりの自家用車保有台数※１ １．７４台 １．０５台 

１か月間の自転車の平均使用頻度※2 ９．２日 １０．６日 

図２.２ 自転車を利用する目的について（県民調査より） 

※１出典：（一財）自動車検査登録情報協会「自家用乗用車(登録車と軽自動車)の世帯当たり普及台数（令和元年 8 月 20 日）」より抜粋 

※２出典：（一財）自転車産業振興協会調「平成 30 年度自転車保有台数実態に関する調査報告書（平成 30 年 10 月）」より抜粋 

表２.１  １世帯あたりの自家用車保有台数と、１か月間の自動車の平均使用頻度 

※その他：運動、地区内での移動（近所への訪問、畑までの移動、ゴミ出しなど）など 

（n=599） 

 
図２.１ 自転車の利用頻度（県民調査より） 
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１日に利用する割合が１番高い移動手段に関する設問では、「自家用車（送迎

含む）が最も多い」と回答した方が最も多く、７９.５％を占めました。一方、 

・ 「自転車が最も多い」と回答した方は自家用車に次いで２番目に多い 

・ また、自家用車を最も多く利用すると回答した方が、２番目に多く利用する移

動手段では「自転車」が２２.５％を占める 

ということが分かりました。このことから、自家用車を頻繁に利用する方に対しても、

自家用車の代替手段として自転車利用を推進することが効果的であると考えられ

ます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２.４ 自家用車の利用が最も多い方が２番目に利用する移動手段（県民調査より） 

図２.３ １日に利用する割合が高い移動手段（県民調査より） 

（ｎ＝927） 

（ｎ＝430） 
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②自転車利用への転換に必要な取組みの分析 

自転車の利用頻度ごとの利用目的を見ると、 

・ 自転車の利用頻度が「週に３～４日」の方に比べて「週に１～２日」の方は、

通勤目的での利用が１０％以上少ない 

・ 「週に１～２日」の方に比べて「月に４日未満」の方は、買物目的での利用が

２０％以上少ない 

ということが分かります。このことから、自転車の利用頻度を向上させるには、通勤

や買物での利用を増やすことが効果的であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.５ 自転車の利用頻度別にみた利用目的（県民調査より） 
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また、国土交通省の資料によれば、自転車は約５００ｍから５ｋｍ弱の都市内

移動において、他のどの交通手段よりも所要時間が短いことが示されています。地

域の交通事情により所要時間が短くなる距離は変わりますが、こうした時間短縮

効果や健康増進、環境保全といったメリットを周知することにより、短距離での自家

用車移動を自転車移動に転換していくことが考えられます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のことから、必ずしも自家用車を利用する必要のない近距離の買物での

自転車利用、自家用車と自転車を組み合わせたパークアンドサイクルライドによる

通勤等、自家用車から自転車へ利用の転換を図っていくことが重要です。  

図２.６ 交通手段別移動距離と所要時間の関係 

（出典：自転車活用推進官民連携協議会「自転車通勤導入に関する手引き 

（令和元年 5 月）」より抜粋） 
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（２）利用環境 

 ①利用環境に対する満足度 

県民調査の、自転車利用環境についての満足度に関する設問では、「とても満

足」または「やや満足」と回答した方の割合が合わせて３５.７％となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用環境に対する満足度について分析するため、自転車の利用頻度と、「道

路環境」「自転車と公共交通機関の接続」に対する評価の関係を見ると、 

・ 共通して、満足度が低いほど利用頻度が低い 

・ 特に、「道路環境」に関する満足度では、「月に４日未満」が「週に１～２日」よ

りも不満に感じている割合が８％多い 

・ 「自転車と公共交通機関の接続」に関する満足度では、「週に１～２日」が「週

に３～４日」よりも不満に感じている割合が１２％多い 

ということが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.７ 県内の自転車利用環境に対する満足度（県民調査より） 

図２.８ 自転車の利用頻度と、道路環境に対する満足度の関係（県民調査より） 

（ｎ＝445） 
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また、今後の自転車の利用意向については、「利用機会を増やす予定がある」

が１１.５％、「自転車の利用環境が改善されれば増やしたい」が３３.３％、「自転車

の利用環境が改善されれば、自動車等の運転免許を返納し、自転車利用を増や

したい」が７.４％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.１０ 今後の自転車利用意向について（県民調査より） 

図２.９ 自転車の利用頻度と、公共交通機関との接続に対する満足度の関係（県民調査より） 
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「道路環境」「自転車と公共交通の接続」に対する評価を、今後の自転車の利

用意向ごとに見ると、 

・ 「自転車の利用環境が改善されれば増やしたい」「自転車の利用環境が改善

されれば、自動車等の運転免許を返納し、自転車利用を増やしたい」のいず

れを回答した方も、各環境に対する満足度が低い 

ということが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.１１ 今後の自転車利用意向と、道路環境に対する満足度の関係（県民調査より） 

 

図２.１２ 今後の自転車利用意向と、公共交通機関との接続に対する満足度の関係（県民調査より） 
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図２.１３ 自転車活用推進に重要と思われる施策（県民調査より） 

 

また、自転車活用推進に重要と思われる施策に関する設問では、「自転車通

行空間の整備」「駐輪場の整備促進」「自転車と電車・バスとの接続強化」といっ

た回答が多い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のことから、自転車通行空間の改善や公共交通との接続性の改善によ

り、自転車利用環境に対する満足度を向上することが、自転車の利用促進に効

果的であると考えられます。 
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図２.１４ 自転車通行空間整備の例 

 ②自転車通行空間の整備状況 

自転車通行空間の整備として県内では、道路交通法に基づき自転車が通行し

なければならない通行帯を指定する「自転車専用通行帯」、歩道上や車道上での

通行位置の明示といった路面表示やピクトグラムの設置を行っています。今後も、

安全性の向上を第一に、道路や交通状況に応じた自転車通行空間整備を促進

する「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省）」に沿って、

自転車と歩行者、自動車が分離した通行空間の確保を行い、誰もが安心して移

動できる環境整備を進める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自転車専用通行帯…道路交通法により、自転車が通行しなければならない車両通行帯として指定 

された車両通行帯。道路標識、路面標示、カラー舗装の設置が必要 

※路面表示…道路標識、区画線及び道路表示に関する命令に規定されていない、法定外の路面に 

描かれた表示で、ペイント、石等で路面に描かれた線、記号又は文字をいう。 

※ピクトグラム…「絵文字」「絵単語」などと呼ばれ、何らかの情報や注意を示すために表示される視覚 

記号（サイン）の一つ。多言語対応として公共案内標識などに用いられる。 

 

 

 ③自転車と公共交通機関との接続環境 

公共交通との接続については、駅等で自転車を貸出・返却できるシェアサイク

ルを整備するなど、公共交通機関を補完するために自転車を活用することが重要

です。 

現在、シェアサイクルを導入する都市は全国的に増加しており、平成３１年３月

末現在で１５９都市が導入しています。導入目的は観光戦略の推進や地域活性

化、公共交通の補完とされており、導入都市数は今後も増加すると見込まれま

す。本県においても、福井市が「まちなかレンタサイクル ふくチャリ」をＪＲ福井駅

周辺の１６か所に設置しており、毎年利用者が増加しています。令和２年４月から

は敦賀市がＪＲ敦賀駅周辺の９か所において、新たにシェアサイクル拠点を整備

するなど、県内においても広がりを見せています。 

 

 

自転車専用通行帯（大野市） 車道上の自転車通行位置明示（敦賀市） 歩道上の自転車通行位置明示（福井市） 

（仮） （仮） （仮） 
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図２.１５ シェアサイクルの実施と指数の推移 

（出典：国土交通省「シェアサイクルの取組等について（令和元年１１月）」より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２.１６ まちなかレンタサイクル「ふくチャリ」（福井市） 図２１７ シェアサイクル「＠＠」（敦賀市） 

（仮） 
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（３）サイクルツーリズム 

①観光客入込数の推移 

本県の観光客入込数（延べ人数）は近年増加傾向にあり、平成30年には過去

最高となりました。令和５年春の北陸新幹線福井・敦賀開業により本県を訪れる

国内外からの旅行者のさらなる増加が見込まれます。こうした中、自転車で観光

地等を巡る、あるいは自転車に乗ることそのものを楽しむなど、サイクルツーリズム

の拡大を図ることが必要です。 

 

 

 

②県内のサイクリングルート 

県内には永平寺福井自転車道等の大規模自転車道や、各地の観光地を巡っ

たり、景色の良い海岸や湖、河川沿いを走ったりするサイクリングルートが多数あり

ます。これらの走行環境や受入環境などサイクリング環境をさらに向上し、県内外

への情報発信を行うことが必要です。 

初めて本県を訪れた方が、迷わず安心して走行できるよう、 

・ 分岐路や観光地等を写真とともに記した分かりやすいサイクリングルートマップ

の作成 

・ 路面表示や看板等によるルート上での案内 

等が効果的ですが、案内標示については、現状、路線によって標示方法が異なる

ため、統一的を図る必要があります。 

 

 

 

 

7,864 8,358 8,813 8,468 8,733 

18,389 
21,598 22,844 22,492 23,704 

26,253 

29,956 
31,657 30,960 

32,437 

H26 H27 H28 H29 H30

単位：千人
嶺南 嶺北 合計

大規模自転車道（永平寺福井自転車道） 

図２.１８ 観光客入込数（延べ人数）の推移（出典：福井県観光客入込数（県統計）より 

路面表示Ａ 路面表示Ｂ 

図２.１９ 県内サイクリングルートにおける路面表示の状況 



14 

 

また、国においては、日本を代表し、世界に誇りうるサイクリングルートを国内外

へＰＲする「ナショナルサイクルルート制度」を創設（令和元年９月）し、第１次ナショ

ナルサイクルルートとして３ルートを指定しました。本県においても、サイクルツーリ

ズムによる観光振興を図るため、県内サイクリングルートの将来的なナショナルサ

イクルルート化に向けて、環境整備を行うことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.２１ 第 1 次ナショナルサイクルルート指定について 
（令和元年 11 月 7 日 国土交通省記者発表資料より） 

図２.２０ ナショナルサイクルルートの指定要件 
（令和元年９月９日 国土交通省記者発表資料より） 
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③県内のサイクリングイベント 

本県では例年、県内外から多くのサイクリストが集まるサイクリングイベントが民

間主導で開催されており、こうした取組みと連携して、本県におけるサイクリングの

魅力発信や誘客促進を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２.２３ 福井県サイクルスポーツ大会 
主  催：福井県サイクリング協会 

 開催時期：毎年７月 
 ルート ：ふくい健康の森～越前海岸 
 参加者数：約２００名 

（仮） 

図２.２２ 若狭路センチュリーライド 
主  催：一般社団法人 若狭路活性化研究所 

 開催時期：毎年５月 
 ルート ：嶺南地域一体 
 参加者数：約１，２００名 

（仮） 
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図２.２４ 県内における自転車事故発生件数（福井県警察本部提供資料） 

（４）安全・安心  

①自転車事故の現状 

県内における自転車事故の件数と、全交通事故件数に占める割合は、ともに

減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年以降、件数・負傷者数は減少し、令和元年は平成３０年と同様で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） 

（年） 

表２.２ 自転車事故の発生件数等の過去 5 年平均と令和元年の状況（福井県警察本部提供資料） 

 平成２６～３０年平均 令和元年 

発生件数 182.2件 127件 

死傷者数 6.4人 6人 

負傷者数 178.2人 123人 

対歩行者事故 2.0件 1件 

 うち死亡事故 0件 0件 

 

図２.２５ 自転車事故件数等の推移（福井県警察本部提供資料） 
※「負傷者」は診断書の提出があったもの 

事
故
件
数
（件
）、
負
傷
者
数
（人
） 

死
者
数
（人
） 
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事故の発生時間帯では、朝・夕の通勤・通学時間帯に多く、特に１６時～１８時

に多く発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では高齢者と未成年が約７割を占め、職業別では小・中学生、高校生

が約３割を占めています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２.２６ 自転車事故の発生時間帯（福井県警察本部提供資料） 

図２.２７ 自転車事故の年齢別発生状況（右図）と職業別発生状況（左図） 
（平成２６年～平成３０年の累計、福井県警察本部提供資料） 

※加害者・被害者に関わらず自転車乗車中の事故 

（件） 

（時） 

（ｎ＝1,039） （ｎ＝1,039） 
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②自転車の交通ルールの認知・遵守状況 

県民調査で自転車の交通ルールの認知・遵守状況について聞いたところ、 

・ 自転車での歩道走行に関するルールの認知度が低い 

・ 歩道と車道の区別があるところでの車道通行の遵守状況が低い 

ということが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のことから、特に自転車事故の当事者となることが多い小・中学生や高校

生に対する自転車の交通ルールの周知や交通安全意識の向上が重要であり、特

に自転車の走行場所に関するルールの遵守を図る必要があります。 

図２.２８ 自転車の交通ルールの認知状況（県民調査より） 

図２.２９ 自転車の交通ルールの遵守状況（県民調査より） 
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③自転車の交通ルールの啓発 

本県では、ほぼ全ての小・中学校や高校において、交通ルールや自転車の安

全利用について学ぶ交通安全教室を実施しています。また、通学路の安全点検

等により、自転車通学の安全確保を図っています。 

 全 体 小学校 中学校 高 校 

全学校数 300校 190校 75校 35校 

交通安全教室の実施校 291校 190校 74校 27校 

割  合 97% 100% 98.7% 77.1% 

  

 

こうした安全意識の向上のほか、定期的な点検整備による自転車本体の安全

性の確保や、事故に備えた自転車保険の加入促進も重要です。 

また、自家用車の利用が多い本県においては、自動車運転者に対して自転車

の交通ルールを周知し、ともに安全に通行できるよう配慮を求めるなど、自家用車

利用者の交通安全意識の向上も重要です。 

 

  

表２.３ 交通安全教室の実施状況（学校安全に係る取組状況等の調査（県調査）より） 
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３ 自転車の活用の推進に関するテーマと実施すべき取組み 

前章で述べた本県の自転車利用を巡る現状と課題に対応するために、ターゲットを

大きく県民と来県者に分けて、どのように自転車の活用を進めるかを整理します。 

 

県民に対しては、過度な自家用車利用からの転換や健康増進、公共交通機関の利

用促進のため、通勤や買物、子どもの送迎などの移動手段のほか、週末サイクリングな

ど余暇の１つとしてなど、日常的な自転車利用を促進する必要があります。そのため、通

行空間の整備や公共交通機関との接続強化といった利用しやすい環境づくり、自転車

を利用することのメリットの広報啓発や、気軽に参加できるサイクリングイベント開催など

利用の機会づくりを行います。 

 

北陸新幹線等により本県を訪れる来県者に対しては、レンタサイクルやシェアサイク

ルを利用した観光地の周遊、豊かな自然や風光明媚な景色の中を走行するサイクリン

グなどを通して、本県の魅力を発信することが重要です。そのため、初めての方も安心し

て走行できるよう、マップや路面表示等による分かりやすいルート案内や、宿泊施設での

おもてなし環境の整備を進め、サイクリストの受入体制を充実します。 

 

また、いずれの場合も、安全な自転車利用は不可欠であり、自転車利用者はもちろ

ん、自動車運転者に対する交通安全意識の向上も重要です。 

 

以上のことから、本県では次のとおり計画のテーマを設定するとともに、その実現のた

め各種施策を実施します。 
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テーマ：自転車で県民イキイキ、来県者ワクワクの福井県 

施策の柱 

【１】自転車利用者に優しい環境づくり 
【２】自転車と暮らすライフスタイルの推進 
【３】サイクルツーリズムの推進による観光振興・魅力発信 
【４】自転車事故の無い安全で安心な社会の実現 
 
現状と課題  施 策 

（１）利用状況  【１】自転車利用者に優しい環境づくり 

・利用頻度や交通分担率が低い 

・通勤等での日常的な利用促進、自動車

からの転換が必要 

  ①自転車通行空間の計画的な整備と保全 

②公共交通機関、商業施設等との接続強化 

     

（２）利用環境  【２】自転車と暮らすライフスタイルの推進 

・利用環境改善により、今後の利用機会を

増やす層が約４０％ 

・道路環境や公共交通機関との接続強化

が求められている 

  ①日常的な利用に向けた広報啓発 

②自転車通勤の促進 

③サイクリングやサイクルスポーツの振興 

④自転車に親しむ機会づくり 

     

（３）サイクルツーリズム  【３】サイクルツーリズムの推進による観光振興・魅力発信 

・北陸新幹線開業により自転車での観光

やイベントでの来県者の増加予想 

・迷わず走行できる案内やサイクリスト向け

サービス、情報発信等の充実が必要 

  ①受入環境のさらなる整備充実 

②サイクリングイベントのＰＲ強化 

     

（４）安全・安心  【４】自転車事故の無い安全で安心な社会の実現 

・自転車事故件数は減少傾向 

・事故に関わりやすい小・中学生、高校生

への啓発、自動車利用者の安全意識向

上が必要 

  ①自転車利用者に対する交通安全意識の向上 

②自動車利用者に対する交通安全意識の向上 

 

 

図３.１ 該当する SDGｓマーク 
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【１】自転車利用者に優しい環境づくり 

①自転車通行空間の計画的な整備と保全 

〇市町自転車活用推進計画の策定の推進 

現在、県内では福井市と大野市において自転車に関する計画を策定しており、

市町自転車活用推進計画の策定を推進するため、計画策定のプロセスやメリッ

トの周知、先進事例の情報提供、計画検討への参画等の協力を行います。 

参考：地方版自転車活用推進計画策定の手引き（国土交通省HPへのリンク） 

 

〇路面表示の設置や補修などによる安全性の確保 

自転車利用や自転車事故の多い市街地を中心に、自転車専用通行帯設置

や道路上の通行位置明示など、自転車通行空間を整備するとともに、適切に維

持管理していきます。その際には、中高生の自転車通学の安全確保のため、学

校、警察、道路管理者等による自転車の視点も踏まえた通学路の安全点検の

結果等を考慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇道路標識や道路標示等の適切な設置運用 

道路標識や道路標示、信号機の適切な設置や運用により、自転車交通を含め、

全ての交通に対する安全性の確保と円滑化を行います。 

 

〇歩行者・自転車優先のまちづくり 

道路管理者と公安委員会が連携して、自動車の速度抑制や、生活道路への

大型車両や通過車両の流入の抑制を図るため、「ゾーン３０」の整備や狭さくの設

置等、ハードとソフト両面から交通安全対策を実施します。 

 

 

 

 

 

 

図３.２ 自転車専用通行帯（大野市） 

図３.４ ゾーン３０ 図３.５ 道路狭さく 

図 3.３ 車道上の自転車通行位置明示（路肩でないもの） 

（仮） 

（仮） 
（仮） 

https://trafficsignal.jp/~mori/hfki17.htm
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjq_dP29pHnAhWGUN4KHcjXA0oQjRx6BAgBEAQ&url=https://www.mlit.go.jp/road/road/traffic/sesaku/pdf/a-jirei.pdf&psig=AOvVaw04IQZwC72mWK_jrZeaLpxm&ust=1579601109919537
https://www.mlit.go.jp/road/bicycleuse/good-cycle-japan/assets/pdf/jitensha_katsuyo_local.pdf
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②公共交通機関、商業施設等との接続強化 

〇公共交通機関の駐輪場整備、利用率向上 

駅等の駐輪場の整備を進めるとともに、自転車と公共交通機関を組み合わせ

た利用についてＰＲします。 

 

〇サイクルトレインの運行 

自転車と鉄道を組み合わせた利用を推進するため、自転車をそのまま持ち込

めるサイクルトレインの利用を拡大するとともに、新たな運行を鉄道事業者と検討

します。 

 

 

 

 

 

 

 

〇シェアサイクル設置の支援 

複数拠点での自由な貸出・返却が可能なシェアサイクルの設置を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ＩｏＴを活用したシェアサイクルの情報提供 

ＩｏＴを活用して、シェアサイクルの貸出場所や貸出状況等を利用者がインター

ネット上で確認できるシステムの導入に対し支援します。 

 

 

 

 

 

図３.７ まちなかレンタサイクル「ふくチャリ」 

（福井市） 

【現状】福井県のレンタサイクル・シェアサイクル 

・レンタサイクルは県内約６９か所で実施。うちシェアサイクルは３３か所。 

 ・県内レンタサイクル一覧は県交通まちづくり課ホームページに掲載 

 

 

図３.８ IoT を活用したシェアサイクルの利用画面イメージ 
（敦賀市で令和 2 年 4 月から運用開始） 

図３.６ えちぜん鉄道のサイクルトレイン 

（仮） 

（仮） 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/sokou/bicycle/map.html
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〇「自転車の駅」の充実・拡大 

快適に自転車が利用できる環境づくりのため、公共施設や飲食店、宿泊施設

等に対し、自転車利用者に空気入れや工具、トイレ、駐輪場を無料で提供する

「自転車の駅」の設置を働きかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３.９ 自転車の駅（道の駅 西山公園）とロゴマーク 

【現状】自転車の駅 

・飲食店や「道の駅」等の協力により、県内約１００か所で実施。 

 ・自転車の駅リストは県交通まちづくり課ホームページに掲載 

 

 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/sokou/bicycle/map.html
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【２】自転車と暮らすライフスタイルの推進 

①日常的な利用に向けた広報啓発 

〇自転車を活用した健康づくりの広報啓発 

日常的な自転車の活用を通して、習慣的に運動する方の割合を増やし健康づ

くりにつながるよう、休日のサイクリングや通勤時の自転車の利用などを啓発します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇マイカーから自転車への利用転換の広報啓発 

季節ごとにテーマを設け、手軽にできる省エネ行動を実践する「エコチャレふく

い」において、公共交通機関や自転車利用などを利用するスマートムーブ（エコで

賢い移動手段の選択）を呼びかけます。 

 

②自転車通勤の促進 

〇自転車通勤のメリット等の広報啓発 

自転車通勤を導入する企業を拡大するため、社員の健康増進や会社のイメー

ジアップといったメリットや、自転車通勤に対応した通勤手当の制度例等を企業に

対して広報啓発します。 

参考：「自転車通勤導入に関する手引き」（国土交通省 HPへのリンク） 

 

〇公共施設を利用したパークアンドサイクルライドの推進 

自転車通勤を始めやすい環境づくりのため、公共施設を利用したパークアンド

サイクルライドを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状】公共施設を利用したパークアンドサイクルライド 

 概  要：自宅から公共施設までは自家用車で移動し、公共施設から職場までを自転車で通 

勤するパークアンドサイクルライドを行う方のために、公共施設の駐車場の一部 

を開放しています（県交通まちづくり課へ要申込） 

実施施設：福井県立図書館、福井県立音楽堂ハーモニーホールふくい、福井市南体育館 

 実施期間：毎年４月～１１月末（8か月間） 

 

 

 

 

図３.１０ 自転車利用による健康増進の効果（グラフなど） 

図３.１１ パークアンドサイクルライドの PR チラシ 

http://www.mlit.go.jp/common/001292044.pdf
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〇「カー・セーブ運動」によるマイカー通勤から自転車通勤への転換 

毎週金曜日にマイカーでの通勤を控える「カー・セーブ運動」による、自転車通

勤への転換を広報啓発します。 

 

〇県の機関において自転車通勤に必要な環境を整備 

県職員の自転車通勤推奨や県立施設の「自転車の駅」化等、県が率先して自

転車通勤を推進します。 

 

③サイクリングやサイクルスポーツの振興 

〇自転車を活用したレクリエーション 

体力の維持や健康増進が目的のレクリエーションとして、自転車利用を推進す

るため、気軽に参加できる短距離やテーマを設けたサイクリングイベントを開催しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

〇自転車競技スポーツの振興、競技力向上 

県内のスポーツイベント情報を１つにまとめたポータルサイトを新たに作り、県内

外に向けた情報発信を強化するとともに、地域活性化やスポーツ振興を目的に行

う県民参加のスポーツイベントに対して支援を行います。 

国民体育大会において、優秀な成績を収めるため、県内選手の競技力向上

を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３.１２ 河川敷での短距離サイクリング 図３.１３ グルメ＆観光サイクリング 

図３.１５ 平成 3０年「福井しあわせ元気国体」 

 自転車ロード・レース競技（大野市） 

（仮） 

（仮） 

図３.１４ 平成 3０年「福井しあわせ元気国体」 

 自転車トラック・レース競技（福井市） 
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④自転車に親しむ機会づくり 

〇地域で行う自転車イベントの推進 

地域でのサイクリングイベントなどを行うサイクリングリーダーの養成、おもしろ自

転車等を活用した自転車利用のＰＲ等により、自転車利用の機会を創出します。 

年齢層や障がいの有無に関わらず自転車に親しめるよう、幼児向けのキックバ

イク等を使った自転車体験や、本県と自転車の歴史的な関係、障がいのある方も

楽しめる自転車の紹介などを行います。 

 

 

 

 

 

 

  

図３.１６ 「おもしろ自転車」の

試乗会 

図３.１８ 幕末の福井藩主 松平春嶽が 
日本人で初めて乗った自転車の復元 

（県教育博物館蔵） 

図３.１７ キックバイクによる 
幼児向け自転車体験 
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【３】サイクルツーリズムの推進による観光振興・魅力発信 

①受入環境のさらなる整備充実 

〇サイクリングモデルルートの設定 

週末サイクリングを楽しむサイクリング初心者や家族連れ、レンタサイクルでの

周遊を行う観光客等に向けたサイクリングルートとして、一定の利用実績のあるル

ートから「福井県サイクリングモデルルート」を設定。受入環境等の整備を行います。 

主に一般車やシティサイクルの利用者を主なターゲットと考え、スポーツ車での

走行についても周辺の長距離ルートへの起点となるルートを設定します。 

   ・ルート①三方五湖周辺ルート 

延長：約３０ｋｍ 

特長：三方五湖を一周でき、「自転車の駅」など休憩拠点が充実 

 

   ・ルート②福井・坂井・永平寺観光地周遊ルート 

延長：約５６ｋｍ 

特長：福井市中心部から、大本山永平寺、一乗谷朝倉氏遺跡、 

東尋坊につながる 

今後、北潟湖や丹南方面など周辺のサイクリングルートへの延伸を検討します。 

 

〇県外サイクリングルートと連携したＰＲ 

自転車による広域観光の推進を図るため、北陸地域の海岸線、三方五湖と琵

琶湖など近隣県とのサイクリングルートと連携したＰＲを行います。 

 

〇路面表示、案内看板等のサイクリング環境の整備・保全 

サイクリングルートにおいて迷わず安全に走行できる環境を整備するため、車道

上の青い矢羽根やブルーライン等の統一的な路面表示、案内看板等を設置し、

適切に維持管理します。 

 

〇ルート上の宿泊施設等のサービス拡大 

国内外から訪れるサイクリストの受入環境を向上するため、自転車が持ち込み

できるなど、宿泊施設等におけるサイクリスト向けサービスの提供を拡大します。 

 

 

 

 

 

 
図３.１９ ホテル内への自転車持ち込みサービスやスポーツ飲料等の提供 

（ホテルフジタ福井 サイクリスト宿泊プラン） 

（仮） （仮） 
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〇マップやＨＰでの分かりやすい情報発信 

観光協会等とともに、観光地や景色の良い場所を走行するサイクリングルート

を設定し、走行ルートや見どころを分かりやすく紹介するマップの作成やＨＰの整備

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇サイクルトレインの運行（再掲） 

サイクルツーリズムの途中で鉄道を利用しやすいよう、自転車をそのまま持ち

込めるサイクルトレインの利用を拡大するとともに、新たな運行を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

〇観光型ＭａａＳの構築 

鉄道やバスだけではなく、ラストワンマイルの移動手段としてレンタサイクルも含

めシームレスに交通機関をつなぐ観光型ＭａａＳを構築します。 

※ＭａａＳ（マース） 

「Ｍｏｂｉｌｉｔｙ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅ」の略。出発地から目的地までの移動ニーズに対して最適な

移動手段をシームレスに１つのアプリで提供するなど、移動を単なる手段としてではなく、利用

者にとっての一元的なサービスとして捉える概念 

 

〇シェアサイクル設置の支援（再掲） 

自転車による周遊観光を推進するため、駅や観光地、宿泊施設など複数拠点

での自由な貸出・返却が可能なシェアサイクルの設置を支援します。 

 

 

図 3.２０ 観光地や飲食店、分かりにくい分岐路などを写真とともに示したマップ 
 左：若狭路ハッピーサイクリングマップ（（一社）若狭路活性化研究所ＨＰへのリンク） 
 右：ふくいのサイクリングルートマップ（福井県交通まちづくり課ＨＰへのリンク） 

図３.２１ えちぜん鉄道のサイクルトレイン 

図３.２２ まちなかレンタサイクル「ふくチャリ」（福井市） 

福井県のレンタサイクル・シェアサイクル 

・レンタサイクルは県内約６９か所で実施。うちシェアサイクルは３３か所。 

 ・県内レンタサイクル一覧は県交通まちづくり課ホームページに掲載 

 

（仮） 

（仮） 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.pref.fukui.jp/doc/sokou/bicycle/cycletrain_d/img/001.jpg&imgrefurl=http://www.pref.fukui.jp/doc/sokou/bicycle/cycletrain.html&docid=6kevKZd6rVt-TM&tbnid=m2CVZoUAOcizzM:&vet=12ahUKEwiXo8HT-JHnAhWKHXAKHVWdA_U4ZBAzKCMwI3oECAEQRw..i&w=640&h=480&bih=744&biw=1456&q=%E3%81%88%E3%81%A1%E3%81%9C%E3%82%93%E9%89%84%E9%81%93%E3%80%80%E7%A6%8F%E4%BA%95%E5%8F%A3%E9%A7%85%E3%80%80%E9%A7%90%E8%BC%AA%E5%A0%B4&ved=2ahUKEwiXo8HT-JHnAhWKHXAKHVWdA_U4ZBAzKCMwI3oECAEQRw&iact=mrc&uact=8
http://wakasaji-ari.com/home/?p=170
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/sokou/bicycle/map.html
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/sokou/bicycle/map.html
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〇ＩｏＴを活用したシェアサイクルの情報提供（再掲） 

初めて本県を訪れた方にシェアサイクルの位置や貸出状況の情報を分かりや

すく提供するため、ＩｏＴを活用して、シェアサイクルの貸出場所や貸出状況等を利

用者がインターネット上で確認できるシステムの導入に対し支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

〇「自転車の駅」の充実・拡大（再掲） 

サイクリング中に休憩する拠点を設けるため、公共施設や飲食店、宿泊施設等

に対し、自転車利用者に空気入れや工具、トイレ、駐輪場を無料で提供する「自

転車の駅」の設置を働きかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

②サイクリングイベントのＰＲ強化 

〇県内関係機関で連携した各種イベントの発信強化 

サイクリング協会や地域の観光協会、民間事業者、市町等と一体となったプロ

モーションやホームページＳＮＳ等による情報発信を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

  
図３.２５ 若狭路センチュリーライド（左）、福井県サイクルスポーツ大会（右） 

自転車の駅 

・飲食店や「道の駅」等の協力により、県内約１００か所で実施。 

 ・自転車の駅リストは県交通まちづくり課ホームページに掲載 

 

 

図３.２３ IoT を活用したシェアサイクルの利用画面イメージ 
（敦賀市で令和 2 年 4 月から運用開始） 

図３.２４ 自転車の駅（道の駅 西山公園）とロゴマーク 

（仮） （仮） 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/sokou/bicycle/map.html
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【４】自転車事故の無い安全で安心な社会の実現 

①自転車利用者に対する交通安全意識の向上 

〇「自転車安全利用五則」の活用等による通行ルールの周知 

関係機関・団体と連携し、交通安全県民運動期間等の機会に「自転車安全利

用五則」等の活用により、自転車の通行ルール等の周知を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自転車の安全性の確保 

整備不良の自転車利用による事故を防止するため、交通安全教育の機会等

を通じて、自転車の定期的な点検整備の重要性に関する啓発するとともに、自転

車店の協力を得て点検会等を開催します。 

夜間における交通事故の防止を図るため、灯火の点灯の徹底と自転車の側面

等への反射材用品の取付け促進など、自転車の被視認性の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

〇学校における交通安全教室開催等の推進 

小学校、中学校、高等学校等において、子どもの発達段階に応じた自転車の

安全利用や安全に行動する力を身につける交通安全教室を実施するとともに、研

修会による教職員の指導力向上を図ります。 

 

 

 

 

 

図３.２７ 交通安全県民運動に合わせた 

通行ルール等の周知 

図３.２８ 鯖江警察署による「自転車の安全利用アンバサダー」任命 

「自転車安全利用五則」 

①自転車は、車道が原則、歩道は例外 

②車道は左側を通行 

③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行 

④安全ルールを守る 

⑤子どもはヘルメットを着用 

（仮） （仮） 

（仮） 

図３.２９ 学校での交通安全教室 

（仮） （仮） 

図３.２６ 
春の交通安全県民運動チラシ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjP-t-igZLnAhVLE4gKHZ-wAeYQjRx6BAgBEAQ&url=http://fukui-rouren.jp/news/?p%3D1684&psig=AOvVaw1t717LlFSUwkLEdwbBXib_&ust=1579603902043612
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjl4Na4gZLnAhUK-2EKHVheCYwQjRx6BAgBEAQ&url=http://www.fukui-ankyo.jp/info/undou.html&psig=AOvVaw1t717LlFSUwkLEdwbBXib_&ust=1579603902043612
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwj-5-nohZLnAhWE7GEKHcAKDl8QjRx6BAgBEAQ&url=http://edu.ton21.ne.jp/kita/joofj1lij-363/?block_id%3D363%26active_action%3Djournal_view_main_detail%26post_id%3D149%26comment_flag%3D1&psig=AOvVaw2rkJZqEIECPYeSvix5EO7U&ust=1579605072635948
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〇小・中学生、高校生のヘルメット着用の啓発 

自ら安全に行動する力を身につける交通安全教室等を通して、通学時をはじめ

とした自転車乗車時のヘルメットの着用を促進します。 

 

〇自転車保険加入の促進 

自転車利用者に対し、自転車事故による高額な賠償が発生した事例を紹介

する等の広報啓発を行い、万一の事故に備えた自転車損害賠償責任保険等へ

の加入を促進します。 

自転車店と協力して、自転車購入時に自転車安全整備士よる安全点検を受

けることで所得できる TSマーク（自転車保険が付帯）の取得を進めます。 

レンタサイクル・シェアサイクル利用者の事故に備えた、自転車貸付業者等の

保険の加入を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇高齢者に対する安全教育の推進 

高齢者の自転車事故を防止しつつ、外出や社会参加を促進するため、参加・

体験・実践型の自転車交通安全教室を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇指導啓発活動の推進、違反に対する指導取締り 

違反行為を防止するため、地域交通安全活動推進委員やボランティア等の交

通関係協力者、行政、関係機関・団体、地域住民において指導啓発活動を推進

します。 

指導啓発活動における指導技術の向上を図るため、交通安全啓発に関するボ

図３.３０ 県ホームページでの自転車保険加入促進（仮） 

図３.３０ 敬老会での交通安全教室（仮） 

（仮） 

（仮） 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjPheO8g5LnAhWOH3AKHQUhBngQjRx6BAgBEAQ&url=https://www.city.fukui.lg.jp/kurasi/koutu/koutu-a/koutuanzen-dantai.html&psig=AOvVaw0XByUMhmamFjnUIl70ORpK&ust=1579604489931751
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ランティア等に対し、自転車の安全利用を含めた交通安全に関する講習会等を

開催します。 

警察による交通違反に対する指導取締りを進めるとともに、自転車運転者講習

制度の着実な運用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

〇自転車指導啓発重点地区・路線の指定 

自転車が関係する交通事故の発生状況、地域住民の苦情・要望の状況等を

踏まえて自転車指導啓発重点地区・路線を選定し、当該地区において重点的に、

自転車の無灯火、二人乗り、信号無視、一時不停止等に対し指導警告を行うとと

もに、悪質・危険な違反に対して検挙措置を講じます。 

 

②自動車利用者に対する交通安全意識の向上 

〇自転車の交通ルールの周知 

自転車と自動車がともに安全に車道を通行できるよう、交通安全県民運動期

間等の機会に、「自転車安全利用五則」等により自転車の交通ルールを周知し、

ともに安全に車道を通行できるよう配慮を求めるなど、民間団体等と連携しながら

自動車運転者等に対する啓発を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇違法駐車の積極的な取締り 

自転車を含めた安全で円滑な交通のため、悪質性・危険性・迷惑性の高い放

置駐車違反に重点を置いた取締りを積極的に推進します。 

駐車実態等を踏まえて策定した駐車監視員活動ガイドラインに沿って、駐車監

視員による放置駐車違反車両の確認事務を推進します。  

図３.３１ 地域交通安全活動推進委員等による指導啓発活動 

 

（仮） （仮） 

図３.３２ 自転車と自動車の安全な間隔を保つ「思いやり 1.5ｍ運動」 

（愛媛県での取組み） 

（仮） 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwinqJnsg5LnAhVMQd4KHbwsBVgQjRx6BAgBEAQ&url=https://www.city.fukui.lg.jp/kurasi/koutu/koutu-a/koutuanzen-dantai.html&psig=AOvVaw0XByUMhmamFjnUIl70ORpK&ust=1579604489931751
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４ 施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項 

（1）関係者の連携・協力 

本計画に位置付けられた施策の実施に当たっては、市町や関係団体等で構成する

「福井県自転車活用推進会議（仮称）」を設置し、関係者の意見を踏まえつつ、相互

に連携を図りながら取り組むものとします。 

なお、自転車活用の推進については、市町においても独自に各種取組みが展開さ

れています。本計画は、今後、県としてさらなる取組みを進めるに当たっての基本方針

を定めるものであり、市町においても各地域の実情に応じて、法第１１条に基づく市町

自転車活用推進計画の策定を促すとともに、計画内容の検討や先進事例の情報提

供等の協力を行います。 

 

（２）計画のフォローアップと見直し 

本計画で示す施策・取組みについて、（３）に示す成果指標の達成度とともに、進捗

状況等に関するフォローアップを毎年実施します。 

また、計画期末までに、施策の効果に関する評価を行うとともに、社会情勢の変化

等を踏まえて、本計画の見直しを行います。 

 

（３）成果指標 

施策の柱 令和元年度末 令和６年度末 

【１】自転車利用者に優しい環境づくり 

利用環境に対する満足度の向上 

レンタル・シェアサイクル拠点の増加 

３６％ 

６９か所 

４０％ 

１００か所 

   

【２】自転車と暮らすライフスタイルの推進 

週に１日以上自転車を利用する人の割合 ３９％ ４５％ 

   

【３】サイクルツーリズムの推進による観光振興・魅力発信 

レンタル・シェアサイクルの年間利用者 １２千人 １５千人 

   

【４】自転車事故の無い安全で安心な社会の実現 

自転車事故発生件数の抑制 

交通安全について指導している小中学校、高校 

１２７件 

９７％ 

１２７件以下 

１００％ 
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参考資料① 

福井県のサイクリングルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県サイクリングモデルルート 
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福井県自転車活用推進計画 

 

令和２年３月策定 

 

福井県地域戦略部交通まちづくり課 

    


